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　夏の風物誌といえば、夜空に花咲く色とりどりの『花火』。
夏の楽しみの一つです。
　日本では、鉄砲伝来とともに火薬が伝えられ、現在のような
遊びや観賞用の花火が登場するのは江戸時代に入ってからと
言われています。
1733年（享保18年）5月28日、隅田川の両国橋付近で水神

祭りの川開きが行われました。この時期、全国的に凶作に見舞
われ、大飢饉、コレラが大流行し、多くの死者がでたため、慰
霊を兼ねた花火が打ち上げられました。この5月28日は、現在、
花火の日とされています。
　実は、花火の日は5月28日の他にもう1日あり、1948年（昭
和23年）8月1日、戦中に禁止されて花火が解禁されたこと。
また、1955年（昭和30年）東京の花火問屋で大きな爆発事故
があったこと、教祖祭PL花火芸術の行われる日であることに
より、8月1日もまた、花火の日とされています。
　花火の掛け声に「たまや～」「かぎや～」といった言葉をど
こかで聞いたことがありませんか？江戸を代表する花火師と
して活躍した「玉屋」と「鍵屋」を応援する声として生れた言
葉です。当時、川の上流を「玉屋」、下流を「鍵屋」が担当し、
交互に花火を上げる二大花火師の競演でした。その時代の言
葉が、何らかの形で現代にも引き継がれて、私たちの中に残っ
ているのですね。

花　火表紙写真表紙写真

　コロナ禍の中、不動産業務・協会運営・プライベート等何かと制約の多い日々が続いて
おります。
　一方、不動産業界では令和 3年 4月には、相続登記の義務化等を定める改正不動産登記法の
制定や 6月15日には、賃貸住宅管理業登録制度が施行されました。法律の制定・改正等、目ま
ぐるしく変わる中で、不動産業者として対応していかなければなりません。
　広報委員会としては、【TOKUSHIMA TAKKEN】が、不動産業界の流れや協会運営を会員
の皆様に知っていただくツールのひとつとしてお役立ていただけるように頑張って参りたいと
思います。
　今後も【TOKUSHIMA TAKKEN】をご愛読いただければ幸いです。

広報委員長　八　田　隆　志

広報委員会からのお知らせ広報委員会からのお知らせ

協会事務局広報担当：福富
（ＴＥＬ：088-625-0318　メールアドレス：t36takken.fk@gmail.com）

協会事務局広報担当：福富
（ＴＥＬ：088-625-0318　メールアドレス：t36takken.fk@gmail.com）

ご寄稿ください！

会事務局広報担当：：協会協会会事事務局広広広報担報担担当：福福富

○会員皆様のご自慢のペット・お店の看板犬・珍しいペット etc…を本誌「TOKUSHIMA
　TAKKEN」でご紹介させていただきたいと思います。

　商号・ペットの名前・種類・エピソード及び会社のＰＲを明記の上、写真を協会事務
局まで郵送又はメールにてお送り下さい。

○短歌、俳句、川柳などのご寄稿もお待ちしております。
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